
4 月 21 日 2024 年            新しい教え          イエス様の愛 

１．隣人を愛する【敵を愛する】 

 

 

 

 

 

 

 

 

a) 父なる天の神様：【全人類】：悪人にも善人にも分け隔てなく太陽と雨を与えて、地上で生かしてくださる 

b) イエス様の愛：【全人類】：罪の為に、身代わりに十字架にかかられた。 

c) クリスチャンの役割：「【全人類】隣人を愛し、迫害する者の為に祈る」 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新しい戒め：互いに愛し合う【クリスチャン同士の愛】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３，イエス様の友となる【友の為に死ぬ、犠牲の愛】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マタイ 5:43 『自分の隣人を愛し、自分の敵を憎め。』と言われたのを、あなたがたは聞いています。44 しか

し、わたしはあなたがたに言います。自分の敵を愛し、迫害する者のために祈りなさい。45 それでこそ、天に

おられるあなたがたの父の子どもになれるのです。天の父は、悪い人にも良い人にも太陽を上らせ、正しい

人にも正しくない人にも雨を降らせてくださるからです。46 自分を愛してくれる者を愛したからといって、

何の報いが受けられるでしょう。取税人でも、同じことをしているではありませんか。47 また、自分の兄弟

にだけあいさつしたからといって、どれだけまさったことをしたのでしょう。異邦人でも同じことをするで

はありませんか:48 だから、あなたがたは、天の父が完全なように、完全でありなさい。 

ヨハネ 13:34 あなたがたに新しい戒めを与えましょう。あなたがたは互いに愛し合いなさい。わたしがあ

なたがたを愛したように、そのように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。 

 

 イエス様が来られる前まで、ユダヤ人はサマリヤ人、異邦人たちを敵視して嫌っていました。 

罪人とみなして、付き合いをしませんでした。イエス様は「同胞だけを愛するのではなくて、敵である異

邦人も愛しなさい」と新しい教えをされました。 

 迫害を受けている敵に対しては、憎しみよりも、とりなして祈りなさいと教えられました。 

十字架の上で、つばをかけられて、ののしられましたが、彼らに対して「父よ、彼らの罪をお赦しくださ

い、彼らは何をしているかわからないのです」ととりなして祈られました。 

ヨハネ 15:12 わたしがあなたがたを愛したように、あなたがたも互いに愛し合うこと、これがわたしの戒

めです。:13 人がその友のためにいのちを捨てるという、これよりも大きな愛はだれも持っていません。14 

わたしがあなたがたに命じることをあなたがたが行なうなら、あなたがたはわたしの友です。:15 わたし

はもはや、あなたがたをしもべとは呼びません。しもべは主人のすることを知らないからです。わたしは

あなたがたを友と呼びました。なぜなら父から聞いたことをみな、あなたがたに知らせたからです。 

 クリスチャン同士がキリストの犠牲の愛で愛し合う事が神様の新しい命令です。 

教会の中で、互いに犠牲の愛で愛し合う時に、世の中の人々が真の神の愛を知ることができます。 

教会の中に神様の臨在に触れることになるのです。世の中は、自分を愛する事が一番で、自分によく

してくれない人は愛しません。付き合いもしません。クリスチャン同士の愛によって御国の拡大を 

願っておられるのです。 



4 月 21 日 2024 年            新しい教え          イエス様の愛 

 

 イエス様の愛の大きさを知る 

 

 

 

 

 イエス様は、罪人の為に十字架にかかって身代わりに死んでくださいました。 

 イエス様の命を犠牲にして、神の愛を示してくださったのです。 

 ペテロはイエス様の愛の体験をしました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 イエス様の友になりましょう。 

１．イエス様の十字架の犠牲の愛を知ってください。 

２．イエス様が私たちの全ての罪を身代わりに背負って下さり、天国への道を与えてくださいました。 

３．イエス様を愛しましょう。イエス様の御言葉に従いましょう。互いに愛し合いましょう。 

４．イエス様の民のお世話をしましょう。 

 誰かが病気だったら、訪ねましょう、祈りましょう。 

 誰かが苦しんでいたら、祈りましょう。慰めましょう 

 誰かが信仰が落ち込んでいたら、御言葉で励ましましょう、祈りましょう。 

 誰かが助けが必要なら、助けましょう。 

 誰かが牢屋に入っていたら、訪ねていきましょう。 

 

 

I ヨハネ 4:10 私たちが神を愛したのではなく、神が私たちを愛し、私たちの罪のために、なだめの

供え物としての御子を遣わされました。ここに愛があるのです。4:11 愛する者たち。神がこれほど

までに私たちを愛してくださったのなら、私たちもまた互いに愛し合うべきです。 

ヨハネ 21:17 イエスは三度ペテロに言われた。「ヨハネの子シモン。あなたはわたしを愛しますか。」

ペテロは、イエスが三度「あなたはわたしを愛しますか。」と言われたので、心を痛めてイエスに言っ

た。「主よ。あなたはいっさいのことをご存じです。あなたは、私があなたを愛することを知っておい

でになります。」イエスは彼に言われた。「わたしの羊を飼いなさい。 

ペテロのイエス様に出会った体験 

１．ペテロはイエス様の弟子となって、３年半寝食を共にして使えました。しかし十字架に行かれる、

イエス様を裏切って、否定して、離れていきました。 

２．イエス様はペテロを責めることなく、再びペテロに歩みより、奇跡を見せて、ペテロの召しを思い

起こさせました。イエス様の願いはまずペテロがイエス様をアガペの犠牲の愛で愛することです。 

３．人間をとる漁師となるために召されたペテロは、神様の愛と哀れみを自らの失敗から体験して、 

イエス様をまず愛さなければならないことを学びました。 

４．ペテロにイエス様は「私の羊を飼いなさい」と命じられました。 

応用 

１．御国を受け継ぐクリスチャンの特徴がマタイ２５章 35 節から３6 節まで記してあります 

羊クリスチャンの生活の中での行動を書き出してみてください。 

羊クリスチャンはどのような点が賞賛されたのですか。 

羊クリスチャンは、どうしてそのような行動ができたのでしょうか。 

２．イエス様の愛について、どのくらい体験していますか。考えてみましょう。 

ペテロのような体験していますか。主の哀れみと愛の体験。 

羊を飼う事はどのような仕事でしょうか。 

３．神様の愛は、主がまず私たちを先に愛してくださったことにあります。【I ヨハネ 4 章】 

主の愛に応答して生きましょう。主を思い、主の御心を自分のこととしてなしていきましょう。 

 


